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活動一覧

＊参加園の活動については、レポートをお送りいただいた活動のみ掲載しております。

活動 2018年4月～6月 7月～9月 10月～12月 2019年1月～3月

地域での活動

・5/13：大野幼稚園植樹

・5/23：児玉保育園お披露目

6/19

浄心こども園植樹

東北復興グリーンウェイブ

・5/20：山田町植え替え活動

・5/21：宮古市植樹会

・5/22：山田町合同植樹会

・6/23：霊山三育こども園植樹会

・11/16

伊達こども園苗木の受け渡し会

・3/8 UNDB-Jより、

「グリーンウェイブ」オフィシャ

ルサポーター2019に認定

東北に戻す苗木を見送る活動 東北の“どんぐり”を植える活動

普及・広報活動
5/12

みどりとふれあうフェスティバル2018

8/25、26

ナツオワキャンプ2018

・10/4,5 

「子育てと教育を考える首長の会」

・10/25：御旅所カービングデモ

・12/6～8：エコプロ2018

研修会
・10/15：関東ブロック

防災研修会

・2/7：全国集会＆研修

会2019（滋賀大会）

・2/8：中部ブロック防災

研修会

10周年

記念企画

プログラム集

6/15：高岡ほうりん保育園 ・8/26：大野幼稚園

・8/27：崇徳保育園

・10/29：慈光幼稚園

・11/19：中目黒駅前保育園

・12/3：東京ゆりかご幼稚園

編集、校正、印刷、納品

その他
・10/9、10：富良野自然塾ツアー

・11/21：飯田女子短大コラボ企画
ぼくの木、わたしの木を知ろう
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地域での活動

福井県「大野幼稚園」

地域のどんぐりの苗木植樹会

・日時：2018年5月13日(日)

・場所：前坂キャンプ場

・参加者：園児、保護者、職員

卒園児、約50名

埼玉県「児玉保育園」

地域のどんぐりの苗木お披露目会

・日時：2018年5月23日(月)

・場所：園庭

・インストラクター：神座氏

岐阜県「浄心こども園」

地域のどんぐりの苗木植樹会

・日時：2018年6月9日(土)

・場所：油坂さくらパーク

・インストラクター：村上氏

・参加者：園児、保護者約80名
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【東北復興グリーンウェイブ】苗木を見送る活動開催リスト

番号 園名 都道府県 郵便局出席者

1 岩根保育園 千葉県

2 今井保育園 千葉県 千葉中央 中里局長

3 第二勝田保育園 千葉県

4 みんなのとっぽ保育園 神奈川県

5 新宿せいが子ども園 東京都 落合 上條局長

6 中目黒駅前保育園 東京都

7 東京ゆりかご幼稚園 東京都 八王子南

8 春明保育園 東京都

9 竹野町保育園 新潟県

10 平和こども園 石川県 穴水 山田局長

11 とりやのの子ども園 石川県 良川

12 鯖江いずみ保育園 福井県

13 大野幼稚園 福井県 大野

14 エンゼル幼稚園 静岡県 三島

15 ほうりん認定こども園 三重県 長太

16 高岡ほうりん保育園 三重県

17 三重愛育保育園 三重県

18 さくら保育園 三重県 松阪桜 堀川局長

19 崇徳保育園 滋賀県 豊郷

20 木の実キッズキャンパス 大阪府

番号 園名 都道府県 郵便局出席者

21 しおん大谷保育園 大阪府 大阪安治川口駅前 竹田局長

22 操南保育園 岡山県

23
広島キリスト教
社会館保育所

広島県

24 保育所 みのり愛児園 広島県

25 山本まごころ保育園 広島県 山本 堀本局長

26 春日野まごころ保育園 広島県 山本 堀本局長

27 第二みみょう保育園 広島県 広島段原東浦 妻木局長

28 保育所 みのり祇園 広島県 安佐南

29 常石保育所 広島県 常石

30 清水谷保育園 広島県

31 若久青い鳥保育園 福岡県

32 青い鳥保育園 福岡県 八幡西/簡保

33 別所保育園 福岡県 深江

34 ももぞのこども園 大分県

35 こまどり保育園 鹿児島県
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【東北復興グリーンウェイブ】岩手県山田町植樹活動

１．岩手県山田町「苗木の植え替え活動」

・日時：2018年5月20日(日)

・場所：岩手県山田町「しいたけの森」「カキの森」

・活動内容

山田町の保育所・保育園の保護者、職員によって、「苗畑」

で大きく育った“どんぐり”の苗木を「しいたけの森」と「カキの森」

に植え替える活動が行われました。

２．岩手県山田町「合同植樹会」

・日時：2018年5月22日(火)「グリーンウェイブ」の日

・場所：岩手県山田町豊間根「苗畑」

・活動内容

山田町の四つの保育所・保育園の子どもたち50名が、全国

から届けられた東北の“どんぐり”の苗木約150本を苗畑に植

えました。
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【東北復興グリーンウェイブ】岩手県宮古市植樹活動

５

・日時：2018年5月21日(月) ・場所：岩手県宮古市「赤前保育園」園庭

・活動内容：宮古市の「赤前保育園」（小関園長）と「津軽石保育所」（小関由美子園長）の年長児

26人が参加して、「赤前保育園」の園庭の一画に作られた宮古市の苗畑に、「東北復興グリーンウェイブ」の

活動で、全国の保育園、幼稚園、こども園の子どもたちが育てて送られてきた東北の“どんぐり”の苗木13本を

植えました。「東北復興グリーンウェイブ」で、被災地に東北の“どんぐり”の苗木を植える活動が、岩手県山田町

からお隣りの宮古市に拡がりました。



【東北復興グリーンウェイブ】福島県伊達市植樹活動
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・日時：2018年6月23日(土) ・場所：岩手県伊達市「霊山三育認定こども園」園庭

・活動内容：「東日本大震災」の原発事故の影響で伐採しなければならなかった福島県伊達市の「霊山三育

認定こども園」の園庭の樹木の再生活動として、福島の“どんぐり”の苗木が四本、園庭に植えられました。この苗

木は、2016年に、同じ福島県南会津の「田島保育園」の子どもたちが拾って送ってくれた“どんぐり”を、「霊山三

育認定こども園」の子どもたちが大きく育てたものです。当日は、「東北復興グリーンウェイブ」のアンバサダー「どんぐ

り～ず」もかけつけてくれ、苗木の成長を願って運動のテーマソング「♪どんぐりえがお」ダンスを踊りました。



【東北復興グリーンウェイブ】苗木の受け渡し会
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・日時：2018年11月16日(金) ・場所：岩手県伊達市「伊達こども園」

・活動内容：「霊山三育認定こども園」の斎藤園長先生の呼びかけに応じて、同じ伊達市にある「伊達こども

園」の子どもたちも“どんぐり”の苗木を育ててくれることになり、「霊山三育認定こども園」の子どもたちが育てた“どん

ぐり”の苗木の一部が「伊達こども園」に送られることになりました。「田島保育園」から「霊山三育認定こども園」に

つながった“どんぐり”の絆のネットワークが、また一つつながりました。



【東北復興グリーンウェイブ】東北の“どんぐり”を植える活動

・日時：2018年11月

・実施園：福岡県「別所保育園」

・活動内容

東北から届いた新しい“どんぐり”をプランターに植えました。新しく届いたどんぐりをこれから育てていこうと真剣に

“どんぐり”の植え方を聞いています。「大きくなってね」と優しい言葉をかけたり「寒くないかな？」と心配するお友だ

ちなどこれからの成長をとても楽しみにしています。（園レポートより）
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【普及・広報活動】みどりとふれあうフェスティバル2018

９

・日時：2018年５月12日(土) ・場所：東京都「日比谷公園」

・活動内容：第28回「緑の感謝祭・みどりとふれあうフェスティバル」のステージにおいて「東北復興グリーンウェイ

ブ」の広報活動を行いました。出演は、活動のアンバサダーである「どんぐり～ず」と、ＪＰ子どもの森づくり運動の

スペシャルサポーターであるチェンソーカービングの世界チャンピオン栗田宏武さん。オープニングでは、くまモンはじめ、

全国のゆるキャラたちと「♪どんぐりえがお」を踊りました。その後、栗田さんのカービングショーが行われ、ＪＰ子ども

の森づくり運動のマスコットキャラクターの「どんぐりくん」を作っていただきました。



【普及・広報活動】ナツオワキャンプ2018

・日時：2018年8月25日(土)、26日(日) ・場所：福井県大野市「前坂キャンプ場」

・参加者：「大野幼稚園」園児、職員、保護者、卒園児：40名

森のはがき 野外料理

星空と虫の声 記念撮影
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【普及・広報活動】
子育て教育を考える首長の会 第10回記念研究会in安曇野

・日時：2018年10月4日(木)、5日(金) ・会場：長野県安曇野市役所、他

「地域社会における子育てと教育の問題の解決こそが、日本並びにそれを支える地域の最重要課題であり、自治体が果たす重要

な役割である」をテーマに、自治体のあるべき姿を目指す首長のネットワーク「子育てと教育を考える首長の会」の第10回記念研究

会を共催しました。研究会開催前の代表者会議において、参加自治体関係者に活動普及を目的にプレゼンテーションを行いました。
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【普及・広報活動】崇徳保育園カービングデモ

・日時：2018年10月25日(木) ・会場：滋賀県豊郷町「崇徳保育園」隣地「御旅所」

崇徳保育園（谷口園長）の園児たちが日頃親しんできた「御旅所（おたびしょ）」の大木が、台風20号の強風で倒れてしまい

ました。子どもたちからの強い希望もあり、同園ではなんらかの方法で倒木の利活用を検討していたところ、チェンソーカービングの世

界チャンピオン栗田宏武（くりた ひろむ）さんによるチェンソーカービング（アート）作品として再生してもらえることとなりました。
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【普及・広報活動】「エコプロ2018」

・日時：2018年12月6日(木)～8日(土) ・会場：「東京ビッグサイト」（東京国際展示場）

・出展概要：①「日本郵政グループ」ブースにて、パネルによる「東北復興グリーンウェイブ」活動報告 ②12月8日(土)にイベント

ステージにて『とどけ！♪どんぐりえがお、つながれ！“どんぐりの絆”』をテーマに音楽企画を開催。「東北復興グリーンウェイブ」の活動

発表を行いました。

ラジオ体操 佐久間順平さんミニライブ
中目黒駅前保育園の合唱

今井保育園の合唱 ♪どんぐりえがお大合唱 記念撮影
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研修活動１

〇関東ブロック防災研修会

・日 時：2018年10月15日(月)

・会 場：「東京ゆりかご幼稚園」ホール

・講 師：消防庁防災アドバイザー 鎌田修広氏

・参加者：「東京ゆりかご幼稚園」職員、保育関係者

〇中部ブロック防災研修会

・日 時：2019年２月８日(金)

・会 場：滋賀県彦根市「彦根キャッスルリゾート＆スパ」ホテル

・講 師：消防庁防災アドバイザー 鎌田修広氏

・参加者：「全国集会＆研修会2019」と併催。同集会、及び

主に滋賀県内の保育者、約30名が参加。
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研修活動２：「全国集会＆研修会2019」滋賀大会

・日時：2019年2月7日(木)、8日(金) ・会場：滋賀県彦根市「「彦根キャッスルリゾート＆スパ」ホテル

・開催概要：年に一度、ＪＰ子どもの森づくり運動の参加園と保育関係者が集い、交流と情報交換を行うことを目的に開催。 2

これまでの10年間の活動を踏まえ、これからの10年の活動の方向性を考え、協議する重要な集会となった。基調講演を受けて、

パネルディスカッションも実施し議論を深めた。さらに参加者のスキルアップのために、自然体験講座、チームビルディング講座も開催。

・主催：子森ネット ・共催：滋賀県私立保育園連盟 ・特別協賛：日本郵政グループ

・協力：全国私立保育園連盟 滋賀県私立保育園連盟 大谷保育協会 こども環境学会、他

・講師：こども環境学会 仙田満氏 / 飯田女子短期大学 幼児教育学科 田中住幸准教授 / タフ・ジャパン 鎌田修広氏他

・参加者：保育園、幼稚園、こども園職員、及び保育団体関係者（40名）

基調講演（仙田満氏）

自然体験講座（田中住幸氏）パネルディスカッション
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【10周年記念企画】自然・環境体験プログラム集トライアル活動

2018年の10周年記念企画として、「本当に、保育に役立つ」をテーマに、オリジナルの自然体験プログラム集づ

くりに取り組みました。“本当に役立つ”を実現するために、全国の参加園有志にお願いして、プログラムのシミュ

レーション（トライアル）活動を実施し、参加職員からの意見をプログラムの中に反映しました。

高岡ほうりん保育園

中目黒駅前保育園慈光幼稚園

大野幼稚園 崇徳保育園

東京ゆりかご幼稚園

＜トライアル活動風景＞
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【10周年記念企画】
「富良野自然塾」環境学習プログラム体験ツアー

2018年9日(火)、10日(水)の両日で、ＮＰＯ法人C・C・C 富良野自然塾が運営する「富良野自然塾」環

境学習プログラム体験ツアーが開催されました。自然塾の塾長である倉本聰先生には、「子どもの森づくり運動」

立ち上げの頃に、活動の理念づくりについてご相談にのっていただきました。その意味で、今回のツアーは、活動

10周年の節目の年に運動の原点を訪ねるツアーとなりました。
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【10周年記念企画】ぼくの木、わたしの木を知ろう！

子どもたちがいつも親しんでいる森の木のルーツ知ることは、生物多様性学習においてとても重要なことです。ＪＰ子どもの森づくり

運動では10周年記念企画として、2017年から筑波大学 生命環境系 津村義彦教授の協力を得て、”どんぐり”の母樹を遺伝

子レベルで調査する活動に全国的に取り組みました。活動には、2018年12月現在、全国で18園が参加してくれました。解析は、

下記資料まで完了しました。
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【10周年記念企画】自然・環境体験プログラム集

ＪＰ子どもの森づくり運動活動10周年記念事業として、飯田女子短期大学 幼児教育学科 田中住幸准教

授の監修で、これまでの活動事例を基盤とした、今、本当に保育の最前線で役立つ自然・環境体験プログラム

集の作成に取組みました。世界的に、幼児（少）期の自然体験活動に関する機運が高まっている時代的背

景の中で、既存のプログラム集が必ずしも保育の現場で役立つものでない事情を踏まえたものです。2018年3

月、多くの関係者からのご支援、ご協力のおかげ様で、ＪＰ子どもの森づくり運動10周年記念誌にふさわしい

良質な作品として仕上がり、活動参加園にと届けられました。
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掲載紙（福井県大野市「大野幼稚園」苗木を見送る会）

2018年5月17日 日刊県民福井

2018年5月17日 福井新聞
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掲載紙（岩手県宮古市「赤前保育園」植樹活動）

2018年5月21日 岩手日報
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掲載紙（滋賀県「御旅所」カービング）

2018年10月26日 京都新聞

2018年10月26日 朝日新聞2018年10月26日 読売新聞

2018年10月26日 中日新聞
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掲載紙（滋賀県「御旅所」カービング）

2018年10月26日 毎日新聞
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